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調査報告

高等学校に お けるロ シ ア語教育の 現状 と課題

白　山　利　信

　こ こ十 年来， 国際化 ・情報化 の 流 れ の 中で 英語以外の 外国語教育 を実施 す る

高等学校が 急速 に 増加 して い る 。 そ の 中で ロ シ ア 語科目を設置 して い る高校 も

大幅に増 え ，
1998 年度現在 ， 約 20 校で ロ シ ア 語教育が 行 わ れ て い る 。

　本稿で は
，

まず よ り広 い 視点 か ら， 高等学校 に お ける英語以 外の 外国語教育

の 実施状況や その 推移を概観 し， 次 に ロ シ ア語設置校の 基本的な 特徴 をい くつ

か 指摘 した 上で ，
ロ シ ア 語教育の 現状 と歴史を可能な 限 り詳 し く見 て い く。 さ

らに ， 青森県立 青森南高等学校 で 実施 した ，
ロ シ ア語 学習 に 関す る ア ン ケ ー ト

調査 と実際 に ロ シ ア語教育 に 携 わ る教師 へ の 取材な どを通 して 明 らか に な っ た，

現在の 高等学校 に お ける ロ シ ア語教育の 成果 と課題 を報告 した い 。

1． 高等学校 に おけ る英語以外 の 外国語科 目の設 置状況

　表 1 は ，
1997 年度 の 日本 の 高等学校 に お け る英語以 外 の 外国語科目の 設置

状況 で あ る 。 まず 目を引 くの は ， 中国語 と朝鮮 ・韓 国語の 設置校の 多さ で あ る 。

特に 中国語 開設校 は ， すで に 300校 を越 え ， フ ラ ン ス 語以 ドの 言語 と比較 し て

群 を抜い て お り， 近年 の 我 が 国 に お け る中国人 気 を象徴 して い るか の よ うで あ

る。 朝鮮 ・韓国語 も， 設置校数で は フ ラ ン ス 語に 次ぎ ， 第二 外国語の 老舗で あ

る ドイ ツ語 を上 回 っ て い る 。
ス ペ イ ン 語 の 設置校数 も相対 的 に 多 く， ドイツ語

と比 べ て もさ ほ ど見劣 りは しな い
。

ロ シ ア語は ， 上位 5 つ の 言語 と比較す る と

数 は少 ない が
， 英語以外の 外国語 科目 と して の 社会的 ・伝統的位置 づ け の 低 さ

や昨今の 深刻 な ロ シ ア情勢等の マ イ ナ ス 要因を考慮す る と， む し ろ ロ シ ア 語教

育 を実施 して い る高校が意 外に 数多 くあ る もの だ と い う印象を受 け る
。

　次 に 興 味深 い の は
， 開設言語 が 22 に も及 び ， 非常 に 多彩 な 点 で あ る 。 中国

語 か らポ ル トガ ル 語 まで の 上位 8 つ の 言語 は ， 複数 の 高校 で 設置 さ れ て い る が
，

ア ラ ビ ア語 か らモ ン ゴ ル 語 まで の 13 の 言語 は， 慶應 義塾 志木高校 （埼玉 県）

の み で の 開設 で あ る 。 同校で は ， 上 位 8 つ の 言語 に こ れ ら 13の 言語 を加 えた ，

計 21言語の 語学 教育 が 行 わ れ て い る （詳細 は ， 日 山 1999b ：74−79頁 を 参

照 ）。 また ， 最後 の マ レ ー 語 は ， 広 島県立 安 芸府中高校 で の 開設 で あ る 。
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表 1 高等学校 に お け る英語以外の 外国語科 目の 設置校数 1997年 7 月 1 日現在

外国語

　　　　　　　　　　　　　　　　一一
設置校数

公 ¢ 私
・li 計

1 中国語 2σ1 lo2 3G1

2 フ フ ン ス詒 101 90 19！

　 3
一 朝鮮

・
韓 国語 64 ヨ9

4 ド イツ 語 42

　 　 　 　 Im
隠
　 　 　 　 97

〜 ス ベ イ ン 語

〜〜

　、
47 21 68

6 ロ シ ア語 II lo 21

イタ リア 1論 ！ 67
　　一
　

呂 ポ ル トガ ル 語 2

7
−

〜

9 ア ラ ド ア請

｝
〔， 1 1

1‘， インド了 シ ア諸 〔〕 1 1

ペ ト → ム 諳 O　 　 　　 　 i　 　 　 　 　　 lー
　
　
　　
⊃圏

1　　　　　　　　　　　　　
【 百 典 ギ ．1 シ ャ 語 9　　　　　　　　　　　　　　　　 1 ÷ 　！
B 占典 ラア ン 品 0　　　　　　　　　　　　　　　　 1 1

14 サ 冫 ス ク リ ツ ト語 O　　　　　　　　　　　　　　　 i

胃一
　 　 　 　 　 　 レ

【5 ス ワ と 丿。音 o 1

Ib タ イ語 D

1
一 一
1

1
　 　 　 　 　 　 1

【7 トル コ語 1 ［

1菖

o
　　冒 一
D 1 1

19

ビ 尸レ マ 語
　 1一L
ヘ ブ ラ f語 o ！

20 ペ ル ソ ヤ 語 D

II

1

21 ｛ ン ゴ ル 語 1 1

2ユ
　 ー

r ン　ー薀　　 n「1

〔｝

　　−
1 〔｝ ［

計 〔の べ 数｝ 朝 4 3ユ5 呂〔尠

文部省初等中等教育局高等学校課資料に 基づ き作成

2． 高等学校に お ける英語以外の 外国語科 目設置校数 の 推移

　表 2 は ， 最近 10年ほ どの
， 高等学校 に お け る英語以 外の 外国語科 R の 設置

校数の 推移で あ る 。 こ の 表 を見 る と，
こ の 間 ， 中国語 か ら ロ シ ア 語 まで の上位

6 つ の 言語の 設置校 数が か な り増加 して い る こ とが わ か る 。 中で も目立 つ の が
，

中国語 と韓国 ・朝鮮語の 設置校数の 急激 な増加で あ る 。

　表 3 は ，
1986 年度 を基 準 と した ， ヒ位 6 言語 の 設置校数 の 累積増加率の 推

移で ，
こ こか ら各言語の 増加の割合が よ り明 確に 把握 で きる 。 特に ， 朝鮮 ・韓

国語 と中国語 の 累積 増加 率 の 高 さ が 際立 っ て い る 。
ロ シ ア 語 に つ い て は

， 基準

年度 （1986）の 設 置校数が 2 校だ けで あ っ た た め ， 上位 5 つ の 言語 に 比 べ て ，

設置校数 そ の もの は それ ほ ど多 くない に もか か わ らず ， 累積増加 率が相対的に

高 くな っ て い る 。

一 方 ， フ ラ ン ス 語 ， ドイ ツ 語 ， ス ペ イ ン語 の 増加 率は ， 中国
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表 2 最近 10年の 高等学校 に おけ る英語以外 の 外国語科 目設置校数の 推移

外国諸 塵98丘　 　　 　　 【995 199D 1993 1995 199丁

1 中国 語 46 71 Iu 154 192 303

2 ノラ ン ス 語 75 呂9 109 126 147 191

3 朝鮮 ・韓国 語 7 14 34 4z 73 103

4 ド イツ 語 43 54 63 73 75 9フ

5 スペ f ン 藷 円 21 32 40 類 43 6呂

6 i」 シ ア語 2 4 6 凵 20 コ

7 イタ リ ア 話

一
　 　 4 4

一
ヨ 4 5 7

8 ポ ル トガ ル 語 ユ ユ 5

9 ス ウ ∴
一デ ン語

　 1
｝｝冒
　 1

　 　 　 1　 　　 　 　 　　 　 2
−
　 　 　 1　　 　　　 　　 　

一 一 　 一

10 ア ラ ビ ア 詰
　　　　曙

｝ 一 一 冖 1 1

11 イ ン ド ネシ ア 語
　 i一 一 一

且 1

12 べ ト 廾ム 語
｝ 一 解 一 1 1

B 占典ギ リ シ ャ 語
一． 一

1 1

14 古典 フ 丁 ン 語
一 一 冖 1 1

15 サ ン ス ク 丿ッ ト請 1 1

1ξ1 λ ワ ヒ リ語
一 一 一 一 1 1

卩 タ イ措 一一 ！ 「

IR トル コ 語
一「 一 一 一 1 1

［9 ビル マ 諮
一 一 一一 一

鑒 1

zo ヘ ノ 7 で語
一 一 1 ［

21 ヘル シ 寸
・
藷

一 一 一 一 1 1

モ ン ゴル 語
｝ 一 「一 一． 1 ！2

　
　
　　
32「， “レ

ー
語

一 一 一 1

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　文部省初等中等教育局 高等学校課 資料に 基づ き作成

※ 文部省の 資料 で は
，

ス ペ イ ン語の 他に イス パ ニ ア語 とい う項 目を別 に 設 けて い るが ，同 じ 言

語 と見な され る の で イ ス パ ニ ア語 1校を ス ペ イ ン 語 39校 に合算 し，
ス ペ イ ン 語 40校 とした 。

語 ， 朝鮮 ・韓国語 ，
ロ シ ア語 の それ と比 較す る と非常に 緩や か で ， 設置校数 の

安定 した 増加傾 向 を示 して い る 。

3
， 英語以 外の 外国語教育の 二 つ の 流れ

　戦後の 高等 学校 に お ける 英語以外 の 外国語教 育の 実施に は ，
二 つ の 大 きな 流

れ が存在 す る よ うに 思わ れ る 。

一
つ は ， ご く

一
部 の 新制高等学校 に お い て ， 戦

前 の 旧制 中学 ， 旧制 高校 ， あ るい は高等女学校 の 教育課程 の 伝統 や遺産 を引 き

継 ぐ形 で ， 終戦後早 い 時期 か ら， 多 くの 場合選択科 目の第二 外 国語 と して例 外

的に 開講 され て きた もの で あ る 。 そ の 典型的な例が ， 都立 日比谷高校 を は じめ

とす る ， か つ て ナ ン バ ー ス クー ル と呼 ばれ た
一

部 の 都立 高校 ， す なわ ち ， 日比
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表3　1986年度 を基準 と した上 位 6言語の 設置校数 の 累積増 加率の 推移

1986 1988 ［990 1993 】995 1997

中国語　　　％
一 543 141．3 234，8 3174 5587

1
校 数 46 仔 25） （＋ 65） （＋ 】0呂〉 〔− 146） （

− 257）

フ ラ ン ス 語　％ 一 18，7 45．3
一

707 96．0 1547
2

校数 75 （† 14） （士 34） （＋ 53） （＋ 72） （
一

目 6）

朝鮮 ・韓国語 ％
』 1000 2429 5α）o 94291 　 B7 】4

3
校数 7 07 ） （U7 ） （− 35一 （＋ 66） （＋ 9ω

ド イ ツ 詰 　　％
一 25．6 465 69・・ ［ 744 1256

4
　　　校数
一冖

43 （＋ 目 ） （− 20） G30 ）　 1 （132） （＋54）

ス ペ イ ン 諮　 ％
一 105 68，4 110，5 1263 257 ．9

5
校数 19 （＋ 2） （＋ 13） （＋ 2D （＋24） G49 ）

6
ロ シ ア語　　％

一 1°°° 1200014500 900、0 9500
校数 2 （＋2） （＋ 4） 臼

一9） （ll8） （＋ 19）
一

文部 省初 等中等教育 局高等学校課資料に 基づ き作成

谷 （旧 制
一

中， 独語 ・仏語 ）， 立 川 （旧制 二 中 ， 独 語）， 戸 山 （旧制 四 中 ， 独

語 ・仏語）， 小石川 （旧制五 中， 独語 ・ 仏語）， 新宿 （旧制 六 中 ， 独語 ・仏語），

北 園 （旧制 九 中， 独 語 ・ 仏 語 ・ 中語）， 都立 大 附属 （旧制府 立高 ， 独 語）， 西

（旧制 十中 ， 独語 ・ 仏語）， 青山 （旧制十五 中， 独語 ・仏語），
己 田 （旧制六 女 ，

独 語 ・ 仏語） の 10校で あ る 。
こ れ らの 都立 高校 は ， 1948年 に 実施 され た 戦後

の 学制改革 とほ ぼ前後 して ， 旧制中学校か ら新制高等学校 として 再出発 した際

に ， か つ て の 旧制高校の 教育課程 を強 く意識 し，
い わ ば教養教育 の

一
環 と して

英語以外の 外国語科目を設置 した経緯が あ る 。
こ う した背景 もあ り， 当時設置

され た言語の ほ とん どが ドイ ツ語 と フ ラ ン ス 語 で あ っ た 。

　も う
一

つ の 大 きな流れ は ， 東西冷戦の 終結， 経済 ・情報分野 の 世界的
一

体化 ，

日本経済 の 成熟化 な ど， 近年の 国内外の 著 しい 状況変化 に 伴 い
， これ に 主体的

か つ 柔軟 に対 応 し て い くた め の 弾力的な教育課程の 編成 ・ 実施 が教育現場 で も

可能 に な っ た こ とを受 け て ， 多 くの 高校が 特色 あ る多様 な選択科 目の
一

つ と し

て
， 英語以外の 外国語科目を積極的 に 導入す る よ うに な っ た もの で あ る 。

　表 4 は，
1982−98 年度 の 英語以外 の 外 国語科目を設置 して い る都立 高校 の 数

の 推移で あ る 。 表を見 る と
，

1989年度の あた りを
一

つ の 境 に ， 開 設 され て い

る 各言語 の 設置校数 が しだ い に 増加 し て い く様子 が は っ き り分 か る 。 1989−98

年度 の IO年間に 英 語以外の 外国語 を開設 した 都立 高校 の 多 くは， 国際化の 進

展 へ の 対応 を明確 に意識 した ， 国際学 科 とい う新 しい タ イプ の 学科 （国際） や ，
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表 4　都立高等学校に お ける英語以外の 外国語科目設置校数 の 推移 （1982−98）
「
82983

’
呂4　　

’
呂5

「
86

’
87

冒
8B

「
8990 ’

91
鹽
92 つ3

’
94

辱
95196 つ7

’
98

中国語 4444446 呂 iO13151 フ 1517ig2431

フ ラ ン ス語 に Il 亅2121414151516171817z ［ 2324283  

ドイ ツ 語 li1110lo 凵 B111 こ 121213131513191817

朝鮮 諸 22222222 ユ 23245667

ロ シ ア 語 1111111 ユ 223322222

ス ベ イ ン 語 1112233

イ タ リ ア語 1 且 1

東京都教育庁資料等 に基 づ き作成

表 5　設置言語別に よる都立高等学校 一覧 （1998）
萸語以 外の 外国語科 凵 都立 高等学校名

中国 語，ノ ， ン 欧語，ドイ ツ 語，朝鮮 語，ス ベ でン 議 ，ロ ン ア 諾 1
（，［司際

中国 語，7 ラ ン ス語．ドイ ツ 語．ハン グル ，ス ベ イ ン 語 都立大附属

中国 語，フ う ン ス語，ドイツ 語 ．ハン グ ル 日比 谷、西

中国 語．7 ラ ン ス語，ド イ ツ 語 ，スペ で ン語 高 晴海総 合

中国 語，
　　　一
7 フ ン ス 語，ド ノ ツ 語，ロ シア 語 北 園

中国 語，7 ラ ン ス 1胤 ドイ ツ 諮1 イタ ヲア 語 ・、丿大泉 学躍

中国 語，7 フ ン ス語，ドイツ 諸 立川 ，1．1小 」F

中国 語，ア ラ ン ス譜，ハ ン グル
．hl

狛江

7 ラ ン 入 語，ド イツ 語 二 田，戸山，新宿，青 山，竹 早，小 ぜ】Ill，八 f チ高陵

中国。斉，フ ラ ン ス 語 向f匚一 1ン飛 鳥，深 川

中国 語，朝鮮語 蔦西 南 1定 ｝

中国 語 ．咋 ．
橋，肋 羽田 ，◎ 丁歳，第

一一
商業，隅 永福，◎ 光 丘，貼 北野 ，  大

山，1◎1東，・，富 十森，◎ 東村11「幽，◎ 府中柬，1 ドL芸 （定）．◎武蔵

〔疋 ），n 第 h 曲 業 〔定 ，

フ ラ ン ス語 1・’南，じ・玉 1［，糊 田柄鹽1
〔

文京，竹台，南葛飾，IG 武蔵村UI東，姐 篠

崎，ゆ 飛 鵑 （定）

ド イツ 語 し  イ1神 井

朝鮮語 南薦飾 （疋 ）

注）◎ は ，

　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　 東京都教育庁資料等に 基 づ き調査 ・作成

1989 年度以降に英語以外の外国語科 目をは じめ て 開設 した 高等学校。

従来 の 普通 科の 中 に 外 国語 コ
ー

ス （小平， 深 川）， 国際 コ ー ス （狛江）， 国際 文

化 コ ー
ス （南）な どの 新 しい タイ プの コ ース を創設す る際に ， 特色あ る教育 課

程の 実施 を 目指 して
， 国際理 解教育 あ る い は異文 化理 解教育 の

一
環 と して 英語

以 外の 外国語科 目を採用 して い る 。

　表 5 は ， 且998年度現在 の 設置 言語別 に よ る都 立 高校 の
一 覧 で あ る 。 英語以

外 の 外 国語 を開設 して い る 47 校 の 都 立高校 の うち ， 実 に 6 割 （59．6％）に 当

た る 28校 が 1989年度以 降の
， 英語 以 外の 外国語科 目の 新規設置校で あ る 。
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表 6 英語以外の 外国語 を設置 して い る都立高等学校一覧 （1998）
全 日制 走時制

μ 1 2年 3 年 2 年 3 年 4 年
計

中 国 語 千歳，国際， 凵比 谷，干歳，都
一
橋，南，羽卜日，都 大 匸芸，葛西南 1二芸，葛 西南，31校

光 Fし 北園 大附，国際，西， 附，r歳，第
一
商，国 武蔵，第 五 商 の べ 46 校

光丘，北園，向丘，際 e ！4〕，永福，人泉

飛 鳥，大山，晴海 学 園．向 丘，光 丘，北

総合，富士 森，立 園，北野 （2／5〕，∫F逵鳥
川 c 〆4〕，大 山，晴 海 総

合，東，深川，富上 森
立 川，小半，東村山曲，
府中束，狛江一巾　 ．1．

フ 〉 ン ス語

一 1

国際，小石川，凵比谷，三 川 ， 戸 南，都大 附，新宿，k 飛 鳥 飛鳥 飛 鳥 30校

北園 山，都 友附，新宿，lll，国際 くン 4｝，旧柄， の べ 46 校

1穿11「，［｝1際，西． 竹 早，向丘，文 京，飛

円 柄，竹早，小 右 鳥 （2！4）．大泉学園，
川，北園，飛鳥， 小イ1川等北 園，竹台 1

向丘，晴海 総合． 晴海総合，南葛飾．深

八 E子高陵，’厂川，川，篠崎．立川，武 蔵

武 蔵村山東 村 山東，小 ¶
7，狛 江

「一 广」．一

ドイ ツ 諸 国際 ， 小 石川 ， 日比 谷，三 田，戸 新 宿，国際 〔2！4），都 17校

北園 山，都大附，新宿，大附，石神 沖，大粧学 の ぺ 2R 校

青山，国際，西， 園，竹早，小石Ill，北

ー　　　
」

1栖“，小石 lll，北

園，晴海総 合．八
一
F子 高陵 一・ン．川

園 〔2！5：1．鯖 海総合，
立 川，小 ギ

1
「

一
廓語 1 ［比 谷，国際，都 国際，狛江： 南葛飾 南葛臨 葛西 南葛飾 Q13） 7 校
1 大 附，曲 南 萬西 南 の べ 凵 校

ス ベ イ ン諮 国際 国 際，都大附， 国 際 〔2捕 ，晴海総 合

　　　　齒
3校

晴海総含 i の べ 6校

r   ノ
P
詔　 ・北園 国際，北 園 国 際 ＋

→ ．一

計 ユ校

の べ 4校一 十一

イ ダ リ ア 語 1線 糊 　　　　1 1校
一 ．1．＿ ．．

東京都教育庁指導部資料等に 基づ く

注 ）括弧 内の 数は単位数 。 記載がな い の は 2 単位 。

　また ， 表 6 は
，

1998年度現在 の 英語以 外の 外国語科 目を設置 して い る都．立

高校 の よ り詳細 な実施状況 を示 した もの で あ る 。

　 こ の よ う に
， 都．立高校 に お け る英語以外の 外国語教育の 諸状況 を時代性あ る

い は社会変動 とい っ た よ り幅広い 視野 か ら眺 め直 して み る と， 高校 の 英語以外

の 外国語教育に お け る大 きな構造的な変化 ， すな わち
， 教養教育 か ら国際理解

教育 あ る い は異文化理解教育 へ の 質的 な 転換 を読 み 取 る こ とが で き る。 従来 ，

英語以外の 外国語 と言 え ば
，

ドイ ツ語や フ ラ ン ス 語 と相場が 決 ま っ て い た よ う

に
，

ヨ ー
ロ ッ パ 文化 の 移入 ・摂取 を主 た る 目的 とす る教

．
養重 視 の 語学教育 が 主

流 を占め て い た 。 日比谷高校や立川高校等 ， 旧制中学 を前身 とす る学校 に お け

る初期 の 教 育 は ， そ の 典型 と言 え る だ ろ う 。 しか し ， lggo年 前後 を一
つ の 転
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高等学校に お け る ロ シア語教育の 現状 と課 題

換期 とす る地球規模 で の 国際化 ・情報化の 流 れ の 中で
，

ヨ ー ロ ッ パ 以外 の 諸言

語 も学習 しようとい う気運 の 高 ま りと と もに ， 教養教育 と し て の 英語以外の 外

国語教育とい う構図が しだい に大 き く崩れて い き ， 国際理 解あ るい は異文化理

解 を重視す る 立場か ら英語以 外の 外国語教育 に 取 り組む高校 が すで に 主流 を占

め て きて い る と考 え られ る （詳細 は ， 日 山 1999b ：36−57頁 を参照 ）。

4
． 高等学校に お ける ロ シ ア語教育の 現状 と歴 史

　表 7 は
， 筆者自身が 1998年 6 月 よ り 1年以上 に わ た っ て 全 国 の 各ロ シ ア 語

設 置校 を原則 と し て 訪 問取材 し ， そ の 聞 き取 り調査 等に基 づ い て ま と め た ロ シ

ア 語教育の 現状で あ る。
1998 年度現在 ， 筆者 の 確認 で きた 範囲で は ， 全 国で

公立 目 校， 私立 8 校， 計 19校 の 高校が ロ シ ア 語 を開設 して い る♂ こ の 調 査

で 明 らか に な っ た
， 高校 に お け る ロ シ ア 語設置校の 特微は ， まず首都圏を除 く

と
，

そ の 所在地 が 北海 道， 東北 ， 北 陸 を中心 とす る環 日本海地域 に 集中 して い

る こ と （地域的偏在性）， さ ら に ，
こ れ らの 地域 で は

， 旧 ソ連邦解体後 に 生 じ

た ロ シ ア との 多様 な地域間交流の 拡大 ・活発化に 対応 す る形 で
， 言わ ば地元 の

地域 的要請 等 に よ りロ シ ア 語科目が 設 置 さ れ た 学校が 比 較的多い こ とで あ る

（根室 西 ， 根 室 ， 青 森 南 ， 秋 田 東 ， 新 潟 商 業， 明 鏡 ， 伏 木 ， 富 山 南 ， 敦 賀気

比 ）。 したが っ て
，

ロ シ ア 語教育 は基本的に は 教養教育 と して で は な く， 地域

性の色合い を非常に 強 く持 っ た 国際理 解教育 あ る い は異文化 理 解教育 の
一

助 と

して 実施 され て い る。 それ に対 して ， 首都 圏 な どの ロ シ ア 語設置校で は ， 地域

性 とい う要素は ほ とん どな く， 国際理 解教育 ある い は異文化理解教 育 を基本 と

した ， 複数あ る多様な英語以外 の 外 国語科目の
一

つ と して の ロ シ ア語教育 とい

う性格 が強 い （早稲田 大学高等学院 ， 北園， 国際 ， 慶應義塾 志 木 ， 立教 ， 芦屋

大学附属）。

　次に ，
ロ シ ア詔設置校の 現状 に 個別的 に 触れ な が ら， 高等学校 に お ける ロ シ

ア 語教育 の歴 史を眺 め て い く。 まず 首都圏 か ら見て い くと， 都立 高校で ロ シ ア

語を設置 した 実績 の ある高校 は北 園 ， 立川 ， 国際の 3校で
， 北園高校で の ロ シ

ア語の 開設 は
， 戦後 す ぐに 設置 され た ドイ ツ 語 （1947），

フ ラ ン ス 語 （1947），

中国語 （1948） に続 い て
，

且964年の こ とで ，
こ れ は新制 の 公 立高 校 の 中で は

最 も早 い 時期 で あ る 。 立 川高校で は ， 1948年 に ドイ ツ 語が 開講 され ， 1970 年

に フ ラ ン ス 語 と ロ シ ア語が 新設 さ れ ，
1974年 に は 中国語 も設置 さ れ た 。

ロ シ

ア語 は ， 生徒 の 受講 希望 者数 に 波が あ り，
1994年以 降 ， 休講 の 状態 が続 い て

い る。 北 園高校 お よび 立 川 高校の ロ シ ア語開設 は ， 当時北 園 ， 立 川 の 順 に 赴任
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表 7 高等学校に お ける ロ シ ア語教育の 現状 （1998年 4 月 1 日現在）

醐 府県 高等 学校 学 科 コ
ー

ス 〔c｝ 開設年 履修形態
＊ 1

授業形態
累2

掌年 単位 数

1 北海道 ☆ 札幌 静修 国際「P，冒一F−．一一，，伽r1一匿一
国 際

1992−F▼1冒一　 　 　 必 選冒一一一一一匿1冒一冒一．一一一一
　 　　 必選

　 亅T．R丁7π1−一一一一一r1L
　 jT、　 RT　　−

　 　 ユー一．一一一．1．一一
　 　 3

　 　 2−一一．71一一．．−
　 　 2

2 化海道 根室 西 普通一．」．．．r−．一一一1「ゴー一一一
普通

19り4−1「一一一　　 　 選必一一一7−一一岫一一一一一一凵一一
　　 　 選必

　 　 T ・【一一一一．一一一一一一一
　 　 丁 ・T

　 　 ユー一一．幽一，了−一一
　 　 3

　 　 ≧一一一．P1噛−一一一
　 　 ユ

3 化海道 ☆双 葉 普 通
・牛三活 科掌 c 1995 自由 亅T 2 2

普通 ・普通 C lqり5
　　　　齟
自由 ∫ 1 3 z

4 北海道 礼幌 国際情 報

　　　　　一
国際文f匕一一’一一‘匿．一一一一一ゴτ一一一
国 際 文化

　馳
1996一一‘一一冒　 　 　 必 選一一一一一一一一丁π一一一一一一一

　 　 　 必 選

　 　 RT一7冒．一一一一一一丁．
　 　 RT

　 　 2−．一．一一「1・．．
　 　 3

　 　 ⊇一一．．．．．．一一尸
　 　 2

普通一．一一一ゴー．．1、．．一一一一
情 報技術，P¶曽一「■一一一一，，，冒一一一
情報シ 入 テム匿一一一一一了罰冒冒一一一匿一一一一
流通 サ

ー
ビ ス

　一一．
一，一一冒冒
7冒−一．一

　　 　 選必一一．．幽一一一一．一一一一一’一
　 　 　 選 必一一一一一一一一冒冒一一一一一一π
　　 　 選必一一一τ．一一一．一一一．．ヒ．．一
　　 　 選必

　　 R 〒一一一一．幽一一幽一一一
　 　 RT−−一一．一一一一一一．
　 　 RT−一一．．」．．一．−
　 　 R1

．

　 　 コー一一．一一匿匿一一一
　 　 3．一一．一一．．．−
　 　 3−．．．−．．一一一一一
　 　 3

　 　 2−一尸〒冒匿−一一一r
　 　 〕一一．．．．．．一一r
　 　 21凵尸．一一一．一．」
　 　 2

5 北海道

　　　　一．伽
根室 晋通

・
文系 II型 1り96 選必 J丁 3 2 旨

商業　　　」 1996 選 必 亅T 3 3

6 青森県　
．
肖森南

　 　 　 i
外国語一一一一．r一一幽一一一．一一一幽一
外国語一一一一一一一一τ冒一一一一一一一〒
外 国 語

1994−．一一一一
闇．一一一一

一 L．
　　 　　 必一鹵一一一一一一一．一一一冒一一一
　 　 　 　 必一1一−一一一一一．一一．．一一一
　 　 　 　 必

　 　 T ・T−一一雫幽1−一一一一一
　 亅T，RT−一一．．馳．一一一一一一
　 亅

「
1，RT

　 　 1齢闇冒．一一一一一曽1
　 　 2i．．一一Tr．、一一
　 　 ヨ

　 　 ユ匿一尸一一一甲一冒冒r
　 　 3−一尸．．．．．．．ゴ
　 　 3

7 秋田 県 秋田 東 （定）

　　　「
普通 （単位制） 1994 必選 Rl

　 　 　 率 3
1．2、14 2 ・4 串 4

一
鵠 埼

．
i｛県 ☆慶應 義塾 志木

　　　　　　　−
普通一一一一一一冒匿一一一一一，〒−一一
菩通1−一一一一一一■一冒一一一一一一w
普通

iggl−．−T一冒
匿匿一一．一

　　　　　一
　　 課 外

わ

一一冒一一一一一冒−一一一一一一一
　　 課外

＊ 5
−Tr−一．一一一一一7一．．一
　　語学課外

輔

　 　 π一1■．．一一一一一一「
　 　 亅T−一一．「．．一一一一
　 　 ．冂

　 　 　 ホ 6
　 1，2．−
11を

一
郵
．．．

一
　 　 三、3

　 　 　 　 　 　 　 〔ユ1

　　　　　
−−r

♂
γ
一ゴ

’

．．一一r−．　．・卜．−r−一．．・　．．ゴ
　　　　　　　u ｝

ホ 7

9 埼．E県 ☆ 、ン：教 普通 【9971 　 　 　 選必 丿T 3 2

lo 束京都 ☆ 早 稲田 大学高等学院 普通π冒匿一一一一一．−T−−−．一一一
普通．一〒．．L’一一．．一一．「一一一一
普通 ・理 系 c−一一圏一一冒一−一一一一一一一胃−
普通

・理 系 c．一一一7一7L．一一一一一．．「．
普通 ・文系 c−一一一一一一’・一一一一一一一一一
普通

・文 糸 c

1920−一一．．．
一．一一一一
冒．一一一一
　．．．一一一
一一一一．一

　 　 　 必 選一一一一．．．一一一一一．一．
　　 　 必選山一一一一一一一一凵一一一一一一圏
　　 　 必 選1−一一一一一一一r11．一一一一
　　 　 選必幽．一一一一．一「齟．．一一一一．
　　 　 必選一一一一一−一一一一一一1−一一一
　 　 　 選 必

　 　 ユT．一一一．．．．．一尸
　 　 JI一一一一匿一一一一一一‘
　 　 丿丁一πr−．．．一一一一「
　　 JT　　　I罰岫一尸一一一一．」．
　 　 」1一一’π．−π一．一一一
　 　 JT　　」

　 　 1−一．．．r−一一一
　 　 2匿一一一一一副管，一一
　 　 ユ．一一一一一ド．．
　 　 丐一一一一．．L−一一一
　 　 37π一−−一一一一匿一
　 　 ユ

　 　 　 3．．．一一一一一一一一
　 　 　 斗一一’一，9「一匿一「
　 　 　 2−一ゴ．．」．．一一ゴ．
1　　　 こ一一一一一幽一一一一一
　 　 　 2”

弖
一
「評

耳
”

　　　「
u 凍 京都

　 1
　　．−
12

　1

北 園 普通一τ1罰冒一一一一一一一1−一一一一
普通

1964一π匿L．一　 　　 選必一一r7−．．一一一一一一i−一
　 　　 選必

　 　 JT−一一尸7「「．一一一r
　 　 」

．
11

一〒「・．一ゴ．一一一
　 　 21

　　　　　　　 ユ　　　 ．iゴー一一一一．1．
　 　 　 　 　 　 2

．　　　
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　」

東京都 国際 国際学一一一一一一一匿匿一一一一一凾冒一一
国際掌

I　tggI−一一曹9幽　 　　 1
．
1由一一一一一−匿一冒一．−PP罰尼一

　 　 　 選 必

　 　 RT−一一尸一噂rτ一一一「
　 　 RT　　　　1

　 　 2−一一一一一曽一一一一
　 　 3

tユ 東泉都

i

☆ 関東国際

外国語
・ロ シ ア語 （

ヒ
ー一一一一一り”一冒一一一一一曹一匿
外国語 ・ロ シ ア 語 c

．

　　　　　　　　　　　　．冖．．’
外国語

・
ロ シ 7P諸 C 　　 I99 」　　　　　 必■一一一幽一7−．一一一一一71冒冒一匿一一一一〒冒一一一一一一一．π冒一一一一一

　　　　　　　　　　匿一一一一，　 　 　 　必鼬一一一一一一一一餽■■F−一一響
　 　 　 　必

　 jT、　T ・T〒ππr．一一一一一尼「
　 IT．τ ・T「一一F−一一一，τ一「
　 JT．　 T ・T

　 　 　
一一一一一一

广
一　

　 　 1−一一一一一τ「凵．．
　 　 ユ．一一一胸一“−一一一
　 　 3

　 　 2一了罰一一一一．一一P
　 　 ユ

　 　 6−一一．「．．一一一一
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高等学校 に お ける ロ シ ア 語教育の 現状 と課題

＊ 1 必修科目 （必） とは ， 選択の余地 な く履修す る正課科目 。 必修選択科 目 （必 選） と は，

　　 複数の 同種教科 ・科 目 （こ こ で は 外国語 科 目） の 中か ら選択 す る必修 の正課科目。 選

　　 択必修科 目 （選必） とは ， 外 国語科 目を含む複 数 の 異種教科 ・科 目の 中か ら選択す る

　　 必修の 正 課科 目 。 自由選択科 目 （自由） とは，複数 の 異種教 科 ・科目の 中か ら選択す

　　 る正課科 目で は あ るが ， 卒業の ため に 必修の もの で は な く， 主体的な 自由意志に 基づ

　　 い て履修す る科 目。

＊ 2　授業形態の 亅T は 日本人教師に よ る単独の 授業。
RT は ロ シ ア人教師 に よ る単独の 授業 。

　　 亅T ， RT は 凵本人教師 と ロ シ ア人教師 が それぞれ 別々 に行 っ て い る授業。
　T ・T は 日本

　　 人教師 と ロ シ ア 人教師 に よ る テ ィ
ーム ・テ ィ

ー
チ ン グの 授業。 JT ，

　 T ・T は 日本人 教

　　 師に よ る 単独 の 授業 ， あ る い は 日本人教師 と外国人 教師 に よるテ ィ
ーム ・

テ ィ
ーチ ン

　　 グ の い ゲれ か の形 の 授業 。

＊ 3 学年を越 えた授業科 目、

＊ 4　2単位 もし くは 4 単位 が履修可能 。

＊ 5 正課の 選択科 目で はない が
，

1・2 年次 の必須選択科目で ， 正 規の カ リキ ュ ラム の 時間

　　 帯に 配置 され る
「

課外の科目」 。 単位認定は な く， 成績 は
「
概評 1 の 名で つ けられ る。

＊ 6　1・2 年生共通の 授業科 ilで あ る が ， 1年で ロ シ ア語 を選 択 した者 は ， 2 年で は 別 の

　　
「
課外の 科目」 を選 ば な けれ ばな らな い 。

＊ 7 括弧内 の 数字 は ， 正課 の 単位数 に 対応 す る授業時間内容 を示 して い る 。

＊ 8　1年次ない し 2 年 次で 学ん だ外国語 を さらに継続 して 学習す るた め に 自由選択の 形で

　　 開講 され た，外 国語専門の
「課 外の 科 目」。 但 し ， こ こ で の 科 目は 1 ・2 年次の よ うな

　　 必 須選択科目で はな く ， 生徒 の 自発 的な 意志 に 基づ い た 臼由選択 科 目で あ り， 正規 の

　　 カ リキ ュ ラ ム 時間外で授業が 行われ て い る。

＊ 9　国際 コ ース の 生徒の 中の 希望者の た め に 必修 ク ラブ と連動 さ せ る形で 特別 に 設け られ

　　 た課外 の授業科目で ， 県教 育委 員会 の 講師資格認定 を受 けた 民 間の ロ シ ア 語教師 が，

　　 正規の カ リキ ュ ラ ム 時間外で指導に 当た っ て い る 。

さ れ ， 英語教 諭 と して 教鞭 を執 られ た丹辺 文彦氏 （現愛知淑徳大学教授 ）個人

の 尽力 に よ る と こ ろ が 極め て大 き い
。

一・
方 ， 国際高校 は

，
1989年 に 開校 した

，

都内唯
一

の 国際学科単独の新 しい タ イプ の 高等学校 で ， 現在 ， 英語以 外 の 外国

語を 6 言語開講 して お り，
ロ シ ア 語 （1991）もそ の 中の

一・
つ で ある 。

　都内の 私立 高校で は
， 早稲 田大学高等学院， 芝浦工 業大学 附属第

一
高校 ， 関

東国際高校 の 3 校が ロ シ ア語開設 の 実績 を持 っ て い る 。 早稲田 大学高等学院の

ロ シ ア語開設は ， ドイ ツ 語 ， フ ラ ン ス 語 と と もに
， 旧制高校 の 早稲田大学附属

早稲 田 高等学院 と して 発 足 した 1920 （大正 9）年 に すで に 実現 し て い る♂ 現

在 ， 同校で は ， ドイ ツ 語 ， フ ラ ン ス 語 ，
ロ シ ア語 の 中か ら選 択 した第 二 外国語

を 1年 次か ら必修 科 目 と し て 学 び ， 選択 科 目 を含 め る と，
3年間で 最 大 13 単

位履修で き る。 芝浦工 業大学附属第
一

高校 は ， すで に 且981年 3 月 に 閉校 して

い るが ，
1975〜 79 年度 まで の 5 年間 ， 必修科 目の 第二 外 国語 と して ロ シ ア 語

を 開講 し た 。 同 校 の ロ シ ア 語 開 設 の 背 景 に は ， ス プー
ト ニ ク ・ シ ョ ッ ク
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臼山利信

（1957） や ガ ガ ー リン の 世 界 初 の 有 人 宇 宙 飛 行 （1961）以 来 ， 宇 宙 開 発 の 際

立 っ た 実績 を誇 る科学技術大国 ソ連 へ の
一 定 の 関心が 存在 して い た こ と に加 え

て ， 芝浦工 大の ロ シ ア語教育 に尽力 され た吉 田峰夫氏 （当時同大学常務理事）

の 強 い 後押 しが あ っ た 。 関東国際 高校 で は ，
ソ 連 邦が 解体 した 1991年 に ， 新

しい 目ロ 交流拡大 へ の 期待感 の 中で ， 外国語科 ロ シ ア語が 創設 され ， 冂本の 高

校で は初 めて ， 専門 コ
ー

ス に お け る第
・
外国語 と して の U シ ア語が ス タ

ー
トし

た 。 現在 ， 同校に は ロ シ ア語 コ ー ス の はか に 中国語 コ ー ス が あ り ， 各学年 と も

第
一

外 国語 と して そ れ ぞれ ロ シ ア 語 ， 中国語 を週 6 単位時間学習 して い る 。

　埼玉 県で は ， 慶應義塾志木高校 と立教高校 の 2 校が ロ シ ア 語科目を設置 して

い る 。 各校 と もに ， 外国語 を は じめ とす る選択科 目が 非常に 充実 して お り， 国

際理解教育の
一

環 と して ， 数多 くの 英語以外 の 外国語科目を開設 して い る 。 慶

應 義 塾 志木 高校 で は ， す で に 述 べ た よ うに 21言 語 ， 立 教 高 校 で は ， 8 言 語

（ドイ ツ 語，
ス ペ イ ン 語， 朝鮮語， 中国語，

フ ラ ン ス 語， イタ リア語，
ロ シ ア

語 ， ア ラ ビ ア語）が 設置され て い る 。

　首都 圏以 外の 地域 の うち
，

まず北海道で は ， 函館商業 ， 根室西 ， 根室 ， 双葉 ，

札幌静 修 ， 札 幌国際情報 の 6校 が ，
ロ シ ア語 科 目 を設置 した 実績 を有 して い る 。

函館商業高校 は ，
1886 （明治 19）年創立 の 函館商業学校 （明 19．9．17〜 明 28 ．

3，31）， また そ の 後 の 函館尋 常 中学校 商業専 修 科 （明 28．4．1〜 明 32．6，30） を

前身校 に持 つ 伝統校で ，
ロ シ ア語教育の 歴史 も古 く， す で に 函館尋常中学校商

業専修科時代 の 1898 （明治 3i）年か らロ シ ア 語科 目が 設置 され
， 第二 次世 界

大戦が始 まる 頃 まで 継続 され た 。 戦後 し ば ら くロ シ ア 語教 育は 中断 して い た が ，

1968年 ， 函館 商業高校 に ， 商 業科 の ほ か に 新 た に 貿 易科 が 創 設 され ， そ れ に

と もな っ て 翌 1969 年か ら同科に 第二 外国語 と して ロ シ ア語が 再び設置 され ，

1985 年 まで 開講 され た 。 函館商業高校 を除 い た 残 りの 5 校 で は ， 現在 それ ぞ

れ U シ ア 語教育が 実施 さ れ て い るが
， 中で も特に 注 目 され る の は根 室西 高校で

あ る 。 同校 は 1994年 に ロ シ ア 語科 目を 開設 し た が ， そ の 背景 に は ， 根 室 と い

う地域 が北方領土 問題 を抱 え て い る こ と に加 え て ， 地元 経済の 中心が 漁業 に

依 っ て い る こ と もあ り， 伝統的に ロ シ ア との 関わ りが 深 く ， さ らに ソ連邦の 解

体 を受け て ロ シ ア と の 交流が
一・
段 と拡大 した こ と な ど に よ り， 高校 で の ロ シ ア

語 教育 の 導入 を地 域社会が 強 く望 む よ うに な っ た と い う事情 が あ る 。 また 同校

は ，
ロ シ ア語 を設置 した 年か ら

， 地 元住 民の 要望 に 応 え る形で
， 同校主催の 社

会人向 け ロ シ ア 語講座 を開 き， 地域 と密着 した ロ シ ア 語教育 を行 っ て い る 。

　東北 ・ 北陸地域で 注 日され る ロ シ ア語設置校 は ， 青森県立青森南高校 ， 富山
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県立伏木 高校 ， 福 井県 の 敦賀気比高校の 3 校で あ る。 青森南高校 （外 国語 科）

で は
， 現在， 必修科目の 第二 外国語 として 3 年間 u シ ア 語 を学習 して い るが ，

ロ シ ア語科 目が 設 置 され た の は ， 1992年 8 月， 青 森 県 とハ バ ロ フ ス ク州 との

友好協定が締結され ， 自治体間交流が 政治 ・ 経済 ・学術 ・文化 ・教育 な ど様々

な分野 で 始 ま り， 交 流事業の
一

環 と し て ，
1994 年度 よ り， 県 の 推 薦 を受 けた

同校で ロ シ ア語教育が 実施 され る こ とに な っ た とい う経緯 に よ る 。 同校で は ，

ロ シ ア 語開設以 来 ， 日本人 教 諭の ほ か に
， 専任の ロ シ ア人 の 外国語指導助手

（ALT ）が指導 に 当た っ て い る 。

4
伏木高校 は ，

1927 （昭和 2）年創立 の 伏木商

業学校 を前身校 と して い るが
， すで に そ の 開学 と同時 に ロ シ ア 語 科 目が 導入 さ

れ て い る。
こ れ は ，

シ ベ リア 出兵 （1918−22）以後 ， 伏木港 に お け る 日 ソ 貿易

が しだ い に 活発化 して ，

一
般商業及 び 日ソ貿易 に 従事 しよ う と志す者 に対 して

必 要な知識 と技能を教授す る とい う実務的な 日的か らで あ る 。 同商業学校で の

ロ シ ア語 教育 は ， 1935 （昭 和 10）年 まで 継 続 さ れ た 。 戦後 ， 新 制 の 伏木 高校

とな り，
1968年 ， 貿易科の 新設 と と もに

， 対岸貿易に 貢献す る人材 の 育成 を

望 む地元地域 の 要 請 を受 け て ，
ロ シ ア語科 目が再 び開設 され た 。

S
その 後， 時

代の 変化 に対応 して 貿易科か ら普通科国際 コ ー ス に完 全に 移行 した 1986 年 に
，

ロ シ ア語科 目は閉講 され ， 再 度中断 したが ， 新た な 日ロ 関係 の 始 ま りに と もな

い
，

1996 年度 に再 開さ れ， 現 在 に 至 っ て い る。 敦賀気比 高校 は， 関東国際 高

校 に 続 い て
，

1993年 に 国 際科 ロ シ ア語 コ ー ス を創設 し
， 第

一一
外 国 語 と して ロ

シ ア語教育 を実施 して い る 。 tg96年度入学 生 ま で は ， 各学年週 IO 単位 時間以

上 ロ シ ア語 を学 び ， 3 年 間 で 30〜 33単 位履 修 して い た が ， 現 在 は ， 生徒 数 の

減少な どの 事情 に よ り 18単位の 履修 とな っ て い る♂

5． 高等学校に おけ る ロ シ ア語教育の 成果 と課題

　以 一ヒ， 高等 学校 に お け る英語以外の 外国語教育 の 諸状況 を俯瞰 した上 で
，

ロ

シ ア語教 育の 現状 と歴 史に つ い て 具体的に 眺め たが ， 最後 に ， 現在の 日本 の 高

等学校 に お け る V シ ア 語教育 の 成果 と課題 を示す こ とに す る
。

　 こ の 問題 を考え る に あた っ て ， 筆者 は， 青森県立 青森南高校の 生 徒 （69 名）

に対 して ロ シ ア 語学習 に つ い て の ア ン ケ ー
ト調 査 を実施 し （1999 年 2 月 。 詳

細 は， 臼IIJ　1999a ：38−57頁 を参照 ）， また 全 国の 各 ロ シ ア 語設置校の 先生方に

もロ シ ア語教育 に 関す る聞 き取 り取材を行 っ た （1998年 6 月 〜 1999年 3 月）。

その 結果， 全体 と して 以下 の よ うな 6 つ の 成果 と 5 つ の 課題が 明 らか に な っ た 。
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成果

  ロ シ ア 語学習 を通 して
，

生 徒 た ちが 英語以 外 の 外 国語 の 存在 を し っ か り と実

　感 し， 認識 して い る 。

  生徒た ちが ロ シ ア語の 語学力 を向上 さ せ る こ とに 留 ま らず，
ロ シ ア の 文化や

　社 会な どに 対 す る理 解 を深 め る と と もに ， よ り
一

層 ロ シ ア 世界 に対 す る興味

　 を広 げて い る 。

  ロ シ ア語学習に よ っ て
， 生徒 た ち の 世界 に対す る視野が 広が っ て い る 。

  生徒た ちが ロ シ ア や ロ シ ア人 に 対す るイ メー ジ を良い 意味で 変 えて い る 。

  ロ シ ア 語学習 を通 して ， 生 徒 た ちが あ る種 の 自信 をつ けて い る 。

  ロ シ ア 語学習が 良 い 意味で 英語学習 に 対す る
一

定の 相乗効果 を与 えて い る 。

課題

  大学入 試制度の 改善 ： ご く少数の 大学 を除い て ，
ロ シ ア語 を受験科 目と して

　大 学入試 に 生か す こ とが で きな い 。

  高校生用の 教材開発 ：現在， 高校生 向けに 開発 され た ロ シ ア語学習教材 は 1

　冊 も市販 さ れ て い な い ♂

  中等教 育段階 の 教授法 の研 究 ：教育方法の 手探 り状態 が続 い て お り， 高校生

　 に 合 っ た 教授技術 の 洗練が 求 め られ て い る 。

  教師間の 情報交換 ：全国の ロ シ ア語教師が 互 い に 情報 を交換す る機会が な く，

　 多 くの 場合 ， 孤立 した ま ま ロ シ ア 語教育 に 取 り組 ん で い る 。

  大学教 育 との 連携 ： W シ ア語教育 に 関す る高校 と大学 との 連続性は もと よ り，

　 両者の つ なが り自体が 極め て 乏 しい
。

　上 記 の 6 つ の 成果 は ，
い ずれ も高等学校 に お け る ロ シ ア 語教育の 意義や 目的

に 深 くつ なが る有益 な視点 を提供 して い る。 もっ ともこれ らは ロ シ ア語教育だ

け に 限 られ る もの で は な く， 大 な り小 な り外国語教育
一 般 に 広 く当て は まる も

の と も言え ， そ の 意味で
， あ る種の 普遍 性 を持 っ て い る。

一
方，

5 つ の 課題 は ，

今後の 日本の 高等学校 に お ける ロ シ ア 語教育 をさ らに 普及 ・定着 させ て い くた

めの
，

また よ り充実 した n シ ア 語教育を実現 して い くため の 基本的 な目標を明

示 して い る 。

　 こ うした 成果や 課題 な ど を踏 ま え て
， 今後， 教師 と学習者で あ る生徒の 双 方

に 対す る具体的な支援策 を広 く検討す る こ とが 急務 とな っ て い るが ， まずは教

員間の ネ ッ トワ ー
クづ くりを早急に 進め ， 教育現場の 貴重 な情報 を共有 し ， さ

らに 高等学校 と大学 と の きめ細 や か な協力関係 を し っ か り と確立 して い き な が
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ら，

一
つ

一
つ の 課題 を地道 に 克服 して い く必 要が あ る と思 わ れ る aS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（うすや ま　 と しの ぶ ・ 筑波大学）

※最後 に ， 快 く聞 き取 り取材等 に 応 じて 下 さ っ た各学校 関係者の 皆 さ ま に ， 衷心 よ り感

謝 の意 を表 し ま す 。

注

1
安 芸府 中高校 は ， 現在 ，

マ レ ー語の ほか に ， 中国語 ， 朝鮮語 ，
フ ラ ン ス語 を開設 して

　 い る。同校の 英語以外の 外国語教育に っ い て は ， 臼 山 （1999b）4− 5頁を参照。

　 前年の 1997 年度に は ，
1998 年度設 置の 明 鏡高校を除 い た 18校の ほか に ， 基 督教独

　 立 学園高校 （山形 県 ， 普通科）， 石川県立 金沢辰巳 旺高校 （普通科外国語 コ
ー

ス 英語

　 専攻）， 高岡向陵高校 （富山県 ， 普通科 国際 コ
ー

ス）の 3校 で ロ シ ア語科 目が 開講 さ

　 れ て い たが
， 現在は休講中で あ る 。

3
こ の 年は早稲田大学露文科創設 と時を同 じ く して い る 。 早稲田大学の 井桁貞義教授 は ，

　 当時早稲田大学附属早稲田高等学院で ロ シ ア語が 開設 され たの は
， 大学 と高等学院の

　 教育プ ロ グラ ム が 現在の よう に 個別的 ・自立的に 組まれ て い るの で はな く， 両者が 全

　 体 と して まと ま っ た教 育体制 を取 っ て い たか らで は ない か と推察され て い る 。

4

同校 の ロ シ ア 語科 目設置の 前年 に あた る 1994年 IO月 に ， 初代 の ロ シ ア 語指導助 手

　 （ART ）が 着任 した が ， これ は ， 公立高校 と して は 円本初の ART の採用事例で ある 。

　 】998 年度 に は， 北海道根室 西高校で も専任の ART を採用 して い る。

’ 1968 年度入 学生 は ， 外国語科 目に つ い て は ， 事実 上 ロ シ ア語 を第
一

外 国語 の 必修 科

　 目 と し て 3年閲 で 【0 単位履修 した （英 語 は 9 単位）。 1969年度以降 は 徐々 に ロ シ ア

　 語の 履修単位数が 減 り，
1977年度に は ，

ロ シ ア 語は 必修科 目で あ る もの の ， 2単位 に

　 留 ま っ て い る （『50 年の あゆみ 』 1977， 83−84頁 ）。
6

敦賀気比 高校で は 1993 年に 国際科英語 コ
ース と ロ シ ア譜 コ

ー ス が創 設 され ， 翌 】994

　 年 に は中国語 コ ース と ， 日本 の高校で は初 め て の ハ ン グル コ ースが 設置 され た 。

7
市販 本で はな い が ，本 年 3 月 31 日に 北海道根室西高校 （ロ シ ア語教材開発研究委員

　 会 ， 今井裕代表）が 過去 6年間に 及 ぶ 教育実践 を生 か した 高校生向けの ロ シ ア語教本

　 を他校 に先駆 けて 発刊 した 。 同教本は ， 北海道根室高等学校教諭 ・伊藤元 也氏の 他 ，

　 札幌大 学教授 ・匹 田軍次氏 ， 東京農業大 学講師 ・梅村博昭 氏 ら大学関係者の 監 修協力

　 を受 けて 開発 され ， 文法説明を最小限に 抑 え ， 生徒 の 興味 を引 くよ うに ユ ニ ーク な絵

　 柄や写真を適所に 盛 り込 む な ど，視覚重視の 工 夫が な され て い る 。

s

筆者の 提案す る具体的な支援策に 関 して は
， 日山 （1999a ）57−59頁 を参照 。
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TOCHHO6y 　ycyAMA

npol皿 Jloe 　H　HacTo 月皿職ee 　o6yqeHH 月 PyccKoMy 　H3HKy

　 Bcpe 双HHx 田 KoJlax 　BbIc 田 eA 　cTyl 】eHH 　B 月HoHHH

　　 B ［loculenHee 　BpeMH 　Ha φoHe 　TeH ムeHqHH 　pa3BHTH月 HHTePHalLMOHaJIM3aUH 目 H 回HφoP ・

MaTH3aU 目” pe3Ko　yBe』HqHBaeTcsI 　Ko 」1目qecTBo 　cPe 皿HHx 囗」K α1　Bblc 山 e阿 cTyrleHH ，　r丑e ，
］loMMMe

aHrJIH蔚cKoPo
，　npoBonHTcH 　o6ygeHHe 　flpyL

．
目M　凵HocTPaHHblM 　H3blKaM ．　Hp同　3ToM 　ceroAHfl

cTa 。qo　60』b田 e　TaKHx 　田 Koul，　KoTopblc 　BBeJIH　B　yge6Hbltl　Kypc 　llpe1［o双aBaHHe 　HMeHHo

pyccKoro　H3blKa ．　B　1997 「．　B　SInoHHH　cyu 【ecTBoBa ，la　211uKo．川a，
　r八e　Hpello皿aBa 』M　pyccK匹1益

兄3blK．

　　 Bo6 』acTH 　o6yL ｛eH 朋 HHocTpaHHblM 　H3b 眠 aM 　B　cPe4HHx 　yqe611blx　3aBe 江eH 朋 x　B　SInoH”H
Ha6 ・’TK〕五aK ）Tc チ1 λBa （）cHoBHblx 　HaHpaB 』cH 朋 ．　HepBoe− sTo 　BBe ．，leEJHe　o6yyeHm 月 BTopoMy

HHocTPaHHoMy 月3b1Ky　B　KaqecTBe 　cPaKYJbTaTHBHOI
”
O　npe 双MeTa 　B　Pf｛五e 山 Ko 』

，
　co3 丑aHHblx 　H

Hoc 』eBoeHHbl 臼nepHoa 　H　yHacJ【eJloBaBlllHx　JlyqH 旧e　yqe6Hbie　TpaA ｝1且H目 」民oBoeHHoF 〔〕Bb 【culero

o6pa30BallHfl ．　 BTopoe　cBH3aHo 　c　TaKHMH 　M3MeHeHHfiMH 　noc 調e皿Her ‘） JLecATHJeTHfi，　 KaK

oKoHqaHHe 　xo 』o丑Ho前 BothHb ［ Me ＞fcJ夏y　CI皿A　H　CCCP ，
　Mo6a 」IH3aU 朋 Bo6 調acTH ∋KoHoM 回KH

MMHabopMa ［LHM，
3acTo 銚Hoe 　cocToHHHe 　s｛noHcKo 凾 ∋KoHoMMKM 　M 且p．　B　coeTBeTcTBHM 　c　gTHMH

｝｛3MeHeHHHMH 　M ｝｛oFHe 　cPe 双H目e 山 Ko 』bl
，
　rloJIYHMB　Bo3Mo ｝KHocTb 　BBe 以eHHH 　cHcTeMbI （て「目6Koro

o6pa30BaHH ，1・＞　B　HoBo自　cHTYaLtHH
，　flo　co6cTBeHHo 前　MHMU ？ta

’
rldBe　BBe 調H　B　yqe6Hble

nporpaMMbl
，　 rloMHMo 　a田

’
n臼腔cKoro

， 八pyrHe　MHocTpaHHble 　s｛3b 【KH ．

　　qTo ＞Ke 　KacaeTcfl 　mKo ・冗 cnpe “o几aBaHHeM 　pyccKoPo ”3b 【Ka
，
　Hx 　 oT 川 qaeT 　 npe 瑚 e
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Bcero 　To
，
　qTo 　60』b田 朋 cTBo 　H3 　HHx 　Haxo 朋 Tc 月 Ha　XoKKa頭 o　M　Ha 　ii  6epe＞Kbe 　SlrloHcKo］’o

Mop 月．　B　gTHx 　peFHoHax　MHOI
’Me 田 Ko。乢 l　BBeJl｝l　rIpellOJLaBaEl｝ie　PyccKoro 月3hlKa 　B　yge6HyK）

npo 叩 aMMy 　B　cB 刋3H 　c　TeM
，
　qTo 　nocAe 　pac囗a双a　CCCP （1991）HaqaJIHcb 　pacHIHpeHHe　H

aKTHB 胚3a11圏 　oTHoH ．leHH曲　MeH ｛汲y　到rloHne冂　H　PoccHeil　 Ha　MecTHblx 　YpOBHHx．3necb

o6yqeHMe 　pyccKoMy　月3blKy 　B　ocHoBHoM 　［IPOBOJkHTcA 　Iie　H　KaqecTBe 　KoMIloHeHTa 　TaK

Ha3blBaeMoF （♪　 ζ〈06 田 ero 　 o6pa30Ba ｝｛阿月 ・〉
，　 a　 KaK 　 o6pa30BaH 凹e 　 c 　 Me ＞＋〈IIYHapoJIHoth

Ha 叩 aBneHHOCTbK 〕 HyqeToM 　MecTHblx 　oco6eHHocTe 此 BcTo ．IHqHoM 冫Ke　oKpyre 　H　IIpYrHx
　　り
paPloHax，　1

『
ne　Hperi〔｝双aBa ｝個 e　pyccKor

’
o　H3biKa 　He 　Hoc ｝｛

’
r　TaKoFo 　xapaKTepa

，　r』aBHa 月

TeHAeHUxs ｛　06yLIeHMH 　pyccKQMy　FI3blKy　cBfl3aHa 　c　yrlopoM　Ha 　Me ）K五yHaPo双HbK前　H

o6LueKy 調bTypHb 旦前　acl匡eKTbI ．

　　　　B　　pe3yJlbTaTe　npoBe 八eHHoro 　 Hcc 』e双oBaHHH 　 nocpe 且（⊃TBoM 　　目HTepBb ｝｛〕HpoBaHHH

y 匸
田 Te 』e黄　　H　rlpoBeムeH 目s｛　aHKeTHo1 ”o　　ollpoca　y 、

｛eHHKoB 　　o6Hapy 冫K 目げ1Hcb 　　pa3。叮H し
｛Hb ［e

KoHKpeTHble 皿ocTH ＞KeHHH 　H　3aAaqH 　o6ygeHMfi 　p》・ccKoMy 　H3blKY 　B　cpenHHx 田 Ko ．qax　Bbic 田 e藺

cTyrIeH ｝i　B 〜lrloHHH．　B　Ue調oM　Mo ＞KHo　cKa3aTb
，
　qTo 　H 【lpeno 丑aBaTe 』H

，
｝｛yqeHHK凵 Hy ＞K皿a量oTcH

　　　　　　　　　　　　り
Bcy 囗エecTBeHHon 　 no 几江ep ｝畳｛Ke　 no　 c。厚e双yK）LUHM 　 Ho3HUIi 月M ．

1．CoBep田 eHcTBoBaHHe 　cMcTeMbl 　BcTYHHTeJ 【bHblx 　gK3aMeHOB 　B　By3bl ．

2．Pa3pa60TKa　pa3。qMgllblx 　yue6Hblx　MaTep 囲a，川oB 且』 fi　yqeH回KoB 　B　cpenHHx 【HKoJlax 　Bb ］cme 訥

　　CTyrleHH ・

3．CoBep山 eHcTBoBaHHe 　MeTo 且HKM 　nperlo』aBaHH 珊　pyccKoro　H3blKa 　B　cpe 及H目x　川 KoJlax
　　　　　　　り
　　BblC 田 eH　 CTyrleH 目．

4，0praHH3auMfi　o6MeHa 　HHφopMa ［田 e貢 Me ）K 」職y　npeno 皿aBaTeJI5｛MH 　pyccKoro　H3blKa ，

5．y叩 oqeHHe 　cB 月3e前 Me ＞Kny 　LHKo 』bHb 【M　H　By30BcKHM 　o6pa30BaHHHMH ．

一 193一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


